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「津消防タイムズ」は、津市ホームページ http://www.info.city.tsu.mie.jp 消防情報から 

 

 

   
   

   
   

   
   

   

   
   

   
   

   
 
 

昨
年
の
十
二
月
下
旬
に
、
津 

 
 
 

市
白
山
町
地
内
の
高
齢
者
宅
に

お
い
て
、五
十
歳
代
の
男
性
が
、

「
今
年
中
に
火
災
警
報
器
を
つ

け
な
い
と
い
け
な
い
。
回
覧
で

回
っ
て
い
る
は
ず
、
周
り
の
家

は
み
な
付
け
た
。」
と
い
っ
て
、 

 
 
 

契
約
書
と
思
わ
れ
る
紙
に
名
前

と
電
話
番
号
を
記
入
し
て
い
る

と
、
も
う
一
人
の
男
性
が
家
の

中
に
入
っ
て
、
火
災
警
報
器
を 

 
 
 

台
所
に
一
個
設
置
し
た
。
こ
こ

の
家
人
は
、
代
金
を
支
払
っ
た

が
領
収
書
は
も
ら
え
な
か
っ
た

と
い
う
悪
質
な
訪
問
販
売
の
被

害
に
あ
っ
た
事
案
が
発
生
し
ま

し
た
。 

 
 
 
 

平
成
十
六
年
の
消
防
法
の
改

正
に
伴
い
、
新
築
住
宅
に
は
平

成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
、
既

存
住
宅
に
は
各
市
町
の
条
例
で

定
め
る
日(

津
市
は
平
成
二
十

年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
は
設

置)

か
ら
、
全
て
の
住
宅
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
及
び
維

持
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
最
近
、
こ
れ
に

便
乗
し
た
火
災
警
報
器
の
不
適

正
取
引
と
考
え
ら
れ
る
事
例
が

全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。 

悪
質
な
訪
問
販
売 

に
遭
わ
な
い
た
め 

に
次
の
こ
と
に
注 

意
し
て
下
さ
い
。 

 

① 

消
防
職
員
が
、
住
宅
用
火
災
警
報
器 

を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
×
 

消
防
署
の
方
か
ら
き
ま
し
た
。 

×
 

消
防
署
か
ら
許
可
を
得
て
回
っ
て

い
ま
す
。 

② 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
個
人
で
も 

容
易
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
が
、
設
置 

を
依
頼
す
る
場
合
は
、
事
前
に
見
積
り 

を
取
り
、
工
事
内
容
を
よ
く
確
認
し
て 

依
頼
し
て
下
さ
い
。 

×
 

こ
の
火
災
警
報
器
で
な
い
と
ダ
メ

で
す
。 

×
 
す
べ
て
の
部
屋
に
必
要
で
す
。 

×
 

今
す
ぐ
に
取
り
付
け
が
必
要
で
す
。 

と
い
う
ふ
う
に
言
葉
巧
み
に
設
置
を
持
ち

か
け
ま
す
。 

 

■
も
し
不
審
に
思
っ
た
ら
、 

① 

は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。 

② 

書
類(

契
約
書)

に
は
、
押
印
や
サ
イ 

ン
を
し
な
い
こ
と
。 

③ 

相
手
が
脅
迫
的
な
言
動
に
出
た
時
は 

警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。 

④ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ク
ー
リ
ン 

グ
・
オ
フ
制
度
の
対
象
で
す
。 

■ 

購
入
の
際
に
は
、
日
本
消

防
検
定
協
会
の
鑑
定
マ

ー
ク
「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」
の

つ
い
た
も
の
を
購
入
し

ま
し
ょ
う
。 

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先 

 

三
重
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

                     

   

 

  

     

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

   

 

輝
か
し
い
二
〇
〇
七
年
が
始
ま
り
ま

し
た
が
、
一
月
十
八
日
未
明
に
は
、
北
海

道
北
見
市
の
ガ
ス
漏
れ
事
故
で
三
名
死

亡
、
同
二
十
日
に
は
、
兵
庫
県
宝
塚
市
の

カ
ラ
オ
ケ
店
の
火
災
で
三
名
死
亡
と
年

の
早
々
か
ら
、
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
、

尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
本
年
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
十
二
年
が
経
ち
、
現
地
で
は
、
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
の
追
悼
式
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
改
め
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

 

当
消
防
本
部
に
お
い
て
も
、｢

色
々
な

教
訓
を
残
し
て
く
れ
た
こ
の
大
震
災
を

風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。」
と
様
々
な 

訓
練
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
然

の
驚
異
に
は
逆
ら
え
ま
せ
ん
が
、
災
害
の

な
い
一
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

１１２２月月中中のの  

火火災災・・救救急急・・救救助助統統計計  
（（  ））内内はは今今年年のの累累計計  

                          前前年年累累計計同同期期比比    △△減減  

  

火火  災災  出火件数     １０件     （１５４件） 
                             ８件 

  

救救  急急 出動件数 １，０３１件 （１１,０９０件） 
                               ２８０件 

  

救救  助助  出動件数     １５件      （１２８件） 
１４件 

実施日 行事・訓練名 場所 

2／2 三重県内高速道路 
消防連絡協議会訓練 鈴鹿市 

2／４ ＤＩＧ演習 津市役所 

2／9 第 3回三重県図上訓練 三重県庁 

2／12・13 
津市消防団 
先進地視察研修 

和歌山市 
その他 

２２月月のの主主なな行行事事予予定定  

消
防
情
報 

津
消
防
タ
イ
ム
ズ
な
ど
消
防

関
係
ペ
ー
ジ
は
、
津
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

ア
ド

レ
ス
は
下
記
に
表
示)

の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
生

活
情
報
の
消
防
情
報
か
ら
ご
覧
下
さ
い
。 

編
集
後
記 

(

勝
谷
公
起) 

 

あああなななたたたのののやややるるる気気気ををを   ぜぜぜひひひ消消消防防防団団団ににに!!!   

市内各地域で 消消防防団団員員募募集集  

応応募募資資格格    市市内内にに在在住住又又はは在在勤勤のの１１８８歳歳以以上上のの人人  
活活動動内内容容    消消防防団団活活動動  

処処    遇遇    条条例例のの規規定定にによよりり、、報報酬酬及及びび手手当当をを支支
給給ししまますす。。  

 

お問い合わせ先 
   各総合支所総務課又は 

中署庶務予防担当まで  

住住住宅宅宅用用用火火火災災災警警警報報報器器器ののの   悪悪悪質質質訪訪訪問問問販販販売売売      ににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい   !!!   

 高高高
齢齢齢
者者者
宅宅宅
ををを   

タタタ
ーーー
ゲゲゲ
ッッッ
トトト
ににに
!!!   

 
住宅用火災警報器  

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
五
九
―
二
二
八
―
二
二
一
二 

 

消消ささなないいでで  ああななたたのの心心のの  注注意意のの火火。。  
平成18年度全国統一防火標語 


